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る。毎年 ₁ ～ ₂ 万社の中小製造企業が消滅することは残念でならないのである。


















業種 年 ₁₉₆₆ ₁₉₇₁ ₁₉₇₆ ₁₉₈₁ ₁₉₈₇ ₁₉₉₈ ₂₀₀₆～₂₀₀₉
電気機械 ₈₁．₄ ₇₈．₉ ₈₂．₃ ₈₅．₃ ₈₀．₁ ₆₅．₂ ₃₇．₁
繊維工業 ₇₉．₈ ₇₅．₉ ₈₄．₅ ₈₄．₉ ₇₉．₇ ₇₆．₄ ₆₂．₅
一般機械 ₇₀．₇ ₇₅．₈ ₈₂．₇ ₈₄．₂ ₇₄．₈ ₅₉．₂ ₂₃．₃
輸送機械 ₆₇．₁ ₇₇．₉ ₈₆．₂ ₈₇．₇ ₇₉．₉ ₆₉．₃ ₅₆．₄












































































































₁ ．組込みソフトウエア ₄ 社　 ₂ ．金型₁₂社　 ₃ ．電子部品・デバイスの実装 ₄ 社
₄ ．プラスチック成型加工₁₃社　 ₅ ．粉末冶金 ₁ 社　 ₆ ．溶射・蒸着 ₂ 社　 ₇ ．鍛造₁₀社




₁₂．位置決め ₄ 社　₁₃．切削加工₃₃社　₁₄．繊維加工（織染加工含む） ₅ 社
₁₅．高機能化学合成 ₆ 社　₁₆．熱処理 ₇ 社　₁₇．溶接 ₉ 社　₁₈．めっき ₇ 社　₁₉．発酵 ₃ 社







₂₉．試作（開発・設計・試作） ₆ 社　₃₀．機械・装置組立分野その他 ₃ 社　₃₁．伝統工芸 ₉ 社
₃₂．その他 ₅ 社　　　小計　₆₄社
（ ２）製造業種区分（日本国統計基準名称区分による）
₁ ．食料品 ₀ 社　 ₂ ．飲料・たばこ・飼料 ₀ 社　 ₃ ．繊維工業 ₃ 社　 ₄ ．衣服・その他の繊維製
品 ₂ 社　 ₅ ．木材・木製品 ₁ 社　 ₆ ．家具・装備品 ₁ 社　 ₇ ．パルプ・紙・紙加工品 ₄ 社
₈ ．印刷・同関連業 ₂ 社　 ₉ ．化学工業₁₁社　₁₀．石油製品・石炭製品 ₁ 社
₁₁．プラスチック製品₁₂社　₁₂．ゴム製品 ₁ 社　₁₃．なめし革・同製品・毛皮 ₀ 社





₁． ₁千万円以下₅₂社　₂． ₁千万円超～ ₅ 千万円以下₁₀₈社　₃． ₅千万円超～ ₁ 億円以下₃₄社
₄． ₁億円超～ ₃ 億円以下 ₉ 社　₅． ₃億円超～ ₅ 億円以下 ₆ 社　₆． ₅億円超～₁₀億円以下 ₁ 社
₇． ₁₀億円超～₂₀億円以下 ₁ 社　₈． ₂₀億円超～₅₀億円以下 ₁ 社
₉． ₅₀億円超～₁₀₀億円以下 ₀ 社　₁₀． ₁₀₀億円超 ₀ 社
（ ４）売上額（直近 ₅ 年間の最も高い額でお答えください。）
₁． ₁億円以下₂₅社　₂． ₁億円超～ ₅ 億円以下₇₂社　₃． ₅億円超～₁₀億円以下₃₃社
₄． ₁₀億円超～₃₀億円以下₄₆社　₅． ₃₀億円超～₅₀億円以下₁₅社
₆． ₅₀億円超～₁₀₀億円以下₁₃社　₇． ₁₀₀億円超～₁₀₀₀億円以下 ₈ 社
₈． ₁₀₀₀億円超～₅₀₀₀億円以下 ₀ 社　₉． ₅₀₀₀億円超 ₀ 社
（ ５）従業員数（従業員はパート、アルバイト、契約社員も含めます。前項の売上額対応
年度にてご回答ください。）
₁． ₂₀人以下₆₄社　₂． ₂₁人～₅₀人₅₇社　₃． ₅₁人～₁₀₀人₄₄社　₄． ₁₀₁人～₃₀₀人₃₉社





₁． ₃₀歳未満 ₅ 社　₂． ₃₀歳以上～₄₀歳未満₁₁₅社　₃． ₄₀歳以上～₅₀歳未満₈₁社
₄． ₅₀歳以上₁₁社
（ ７）主力製品（売上額比率が最も高い製品）
₁ ．素材₂₃社　 ₂ ．部品₇₄社　 ₃ ．賃加工₂₉社　 ₄ ．アセンブリ部品₁₂社
₅ ．最終製品₇₁社　 ₆ ．その他（試作） ₃ 社
（ ８）創業時期
₁． ₁₉₄₅年（昭和₂₀年）以前₃₅社　　　　　　₂． ₁₉₄₆年（Ｓ₂₁）～₁₉₇₀年（Ｓ₄₅）₈₈社
₃． ₁₉₇₁年（Ｓ₄₆）～₁₉₉₅年（Ｈ ₇ ）₅₉社　　₄． ₁₉₉₆年以降（平成 ₈ 年）以降₃₀社
（ ９）現社長就任時期
₁． ₁₉₄₆年（Ｓ₂₁）～₁₉₇₀年（Ｓ₄₅） ₇ 社　　₂． ₁₉₇₁年（Ｓ₄₆）～₁₉₉₅年（Ｈ ₇ ）₇₂社
₃． ₁₉₉₆年以降（平成 ₈ 年）以降₁₃₃社
（１０）社長就任時年齢











































取引企業数 企業数 下請企業 自立型下請企業 自主独立型中小企業
₁ ～₁₀社 ₃₈社 ₁₂社（₃₃％） ₁₁社（₁₆％） ₁₅社（₁₄％）
₁₁～₂₅社 ₂₀社 ₇ 社（₁₉％） ₈ 社（₁₂％） ₅ 社（ ₅ ％）
₂₆～₅₀社 ₅₈社 ₁₂社（₃₃％） ₂₃社（₃₄％） ₂₃社（₂₁％）
₅₁～₁₀₀社 ₃₅社 ₄ 社（₁₁％） ₉ 社（₁₃％） ₂₂社（₂₀％）
₁₀₁～₂₀₀社 ₂₃社 ₁ 社（ ₃ ％） ₉ 社（₁₃％） ₁₃社（₁₂％）
₂₀₁～₅₀₀社 ₂₈社 ₀ 社 ₆ 社（ ₉ ％） ₂₂社（₂₀％）
₅₀₁～₁₀₀₀社 ₆ 社 ₀ 社 ₀ 社 ₆ 社（ ₆ ％）
₁₀₀₁社～ ₄ 社 ₀ 社 ₁ 社（ ₂ ％） ₃ 社（ ₃ ％）






本アンケート設問では ₈ つの質問から図表 ₄ の横軸「新規顧客を獲得」と縦軸「異なる
産業を獲得」の ₂ 軸に分けさらに YES（獲得する）と NO（獲得しない）に区分すると下
図の B・C・D・E の ₄ 通りに分類される。この区分とは別に A「自社新製品による広範
な顧客獲得」の ₅ 分類となる。なおＡが最も顧客変化が大きく、E が最も顧客変化がない





















取引先 価格 納期 品質 対応力 提案力 特殊製法 その他 小計
プラ製品 ₉．₇％ ₁₂．₉ ₃₅．₅ ₁₆．₁ ₁₂．₉ ₁₂．₉ ₀．₀ ₃₁件
金属製品 ₄．₂％ ₈．₃ ₃₃．₃ ₂₅．₀ ₁₀．₄ ₁₄．₆ ₄．₂ ₄₈件
機械 ₃．₄％ ₁₅．₅ ₃₉．₆ ₂₉．₃ ₈．₆ ₃．₄ ₀．₀ ₅₈件
電機 ₁₁．₁％ ₇．₄ ₂₅．₉ ₂₉．₆ ₁₈．₅ ₇．₄ ₀．₀ ₂₇件
輸送 ₁₀．₃％ ₁₀．₃ ₂₄．₁ ₂₇．₆ ₁₃．₈ ₁₃．₈ ₀．₀ ₂₉件
機械＋電機 ₀．₀％ ₁₄．₃ ₂₈．₆ ₃₂．₇ ₁₆．₃ ₄．₁ ₄．₁ ₄₉件
機械＋輸送 ₃．₁％ ₁₈．₈ ₁₈．₈ ₃₄．₄ ₁₅．₆ ₆．₃ ₃．₁ ₃₂件
電機＋輸送 ₁₀．₀％ ₁₀．₀ ₄₀．₀ ₃₀．₀ ₁₀．₀ ₀．₀ ₀．₀ ₁₀件
機＋電＋輸 ₃．₈％ ₂₆．₉ ₂₈．₈ ₁₉．₂ ₁₅．₄ ₅．₈ ₀．₀ ₅₂件

































































取引先業種と上記区分（A ～ E）のクロス集計を行った。その結果は図表 ₅ である。
金属製品やプラスチック製品、すなわち素材業界は自ら新製品を開発し広範な顧客獲得
を狙う A 領域が他の業界に較べ高い。改革力が高いことがわかる。一方機械業界では A
領域は低いが B 領域と C 領域が高く、顧客獲得努力を惜しまないのである。電機業界で
は機械業界に近い傾向だが、E 領域が高く、顧客獲得努力をしない企業も存在する。輸送

























ケース ₁ ：（ ₁ ）進　出：₁₉₉₀年代後半に中国進出した A 社
（ ₂ ）対象品：建設機械（製缶・板金・組立）
（ ₃ ）内　容：国内₃₅₀名（ ₂ 工場）中国₅₀₀名（ ₃ 工場）
ケース ₂ ：（ ₁ ）進　出：₂₀₀₀年初頭に中国進出した B 社
※本社工場（国内）は倉庫として操業を停止し中国 ₁ 工場で生産開始
（ ₂ ）対象品：産業機械（機械加工・組立）
（ ₃ ）内　容：中国₇₀名（ ₁ 工場）
ケース ₃ ：（ ₁ ）進　出：₂₀₀₀年初頭に中国進出した C 社
（ ₂ ）対象品：産業機械（製缶・組立）





スタッフは社長を除き ₀ ～ ₁ 名であった。
３ ．ケース ３社の事業の歩み
ケース １
・A 社は国内では建機大手 X 社のパートナーとしてなくてはならない存在である。
・親 X 社の中国進出（第 ₂ 期）に伴い進出要請の打診があったが当時の社長が断った。
図表 ６ ． ３ ケースの中国進出時期と生産品の特徴



























・A 社は周到な準備をした上で親Ｘ社進出 ₂ 年後に中国との合弁会社で中国進出をした。
₁ ）国内本社工場近傍の大学留学生 ₂ 名の学資支援と卒業後国内工場で働いてもらう。
₂ ）進出 ₃ 年前に社長夫人と留学生 ₁ 名（女性）が中国進出先の調査に行く。
₃ ） ₃ か所訪問し最も生産財メーカが多く進出している某地区を選びかつ現地企業との
合弁でスタートすることを決定。なお進出先は留学生進言で工業団地ではなく都市か
ら₁₂₀㎞離れた農村地域に工場を建てることになった。（現在でも相当な田舎。）










































４ ．ケース ３社の成功要因（各社の成功要因と ３ケースに共通する成功要因）




・人的資源管理がきわめてすぐれていた。（前社長が年 ₁ 回 ₁ か月現地に留まり社員宅を
訪問など）














































































































［ ₅ ］ 中小企業庁経営支援創業・技術課編『「元気なモノ作り中小企業₃₀₀社」受賞企業の
取引状況等に関するアンケート調査』（₂₀₁₄年）
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